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話
を
し
た
ら
、
役
員
が
黙
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
る
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
今
日
の
判
決
に
合
わ

せ
て
決
意
し
た
」
と
力
強
い
決
意
表
明
が
さ
れ
、
小

池
委
員
長
の
「
引
き
続
き
国
労
加
入
の
波
を
作
ろ
う
」

と
の
決
意
を
確
認
し
合
う
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
集
会

を
終
え
た
。

支
部
は
こ
の
拡
大
に
力
を
得
る
と
同
時
に
、
地
本

要
請
と
併
せ
、
一
九
日
か
ら
二
五
日
ま
で
、
連
日
の

昼
休
み
全
分
会
集
会
を
開
催
し
た
。

初
日
の
一
九
日
は
支
部
・
佐
藤
書
記
長
の
司
会
で

始
ま
り
、
地
本
・
笹
原
書
記
長
か
ら
「
①
Ｊ
Ｒ
不
採

用
事
件
の
現
段
階
、
②
東
労
組
分
裂
組
織
な
ど
の
状

況
、
③
七
・
一
七
判
決
と
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
、
④
中

野
電
車
区
二
名
、
大
井
工
場
一
名
、
二
〇
日
明
ら
か

に
さ
れ
る
梶
ケ
谷
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
一
名
な
ど
、

平
成
採
用
者
の
組
織
拡
大
の
状
況
、
⑤
東
労
組
へ
の

不
満
と
国
労
加
入
へ
の
不
安
が
あ
り
、
不
安
を
取
り

除
い
て
ま
す
ま
す
の
拡
大
を
目
指
す
、
⑥
支
部
で
の

組
織
拡
大
に
向
け
た
門
前
ビ
ラ
配
布
な
ど
の
努
力
に

敬
意
を
表
す
る
」
な
ど
、
情
勢
報
告
と
一
層
の
取
り

組
み
要
請
が
さ
れ
た
。

保
全
科
分
会
の
小
島
分
会
長
か
ら
「
今
日
、
平
山

君
は
勤
務
で
出
席
で
き
な
い
が
、
点
呼
立
会
い
を
し

た
科
長
に
三
項
目
の
申

入
れ
を
し
た
。
本
人
に

確
認
し
た
ら
、
今
日
は

何
も
な
か
っ
た
と
の
こ

と
で
安
心
し
て
い
る
。

今
後
も
責
任
を
も
っ
た

対
応
を
し
て
い
く
」
と

の
現
状
と
決
意
表
明
が

さ
れ
、
二
五
日
の
歓
迎

会
参
加
を
呼
び
掛
け
て

散
会
し
た
。

神
奈
川
地
区
本
部
内
の
梶
ケ
谷
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
（
浜
川
崎
駅
分
会
）
で
、
平
成
採
用
の
加
瀬
田
洋

介
さ
ん
（
三
四
才
）
が
復
帰
加
入
し
た
。
加
瀬
田
さ

ん
は
、「
一
度
国
労
を
離
れ
て
、
未
加
入
で
外
か
ら
い

ろ
い
ろ
な
労
働
組
合
を
見
て
き
た
が
、
Ｊ
Ｒ
総
連
・

日
貨
労
で
は
職
場
は
良
く
な
ら
な
い
こ
と
が
判
っ
た
」

と
国
労
加
入
に
あ
た
っ
て
決
意
を
明
ら
か
に
し
た
。

長
、
東
京
地
本
か
ら
笹

原
書
記
長
・
斉
藤
組
織

部
長
が
駆
け
つ
け
た
。

支
部
・
佐
藤
書
記
長

の
挨
拶
に
始
ま
り
、
小

池
委
員
長
は
「
東
労
組

浦
和
電
車
区
事
件
判
決

と
い
う
、
記
念
す
べ
き

日
に
加
入
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
東
労
組
に
脱

退
届
け
を
午
前
中
に
届

け
、
勤
労
助
役
に
指
示

命
令
系
統
に
よ
る
不
当
労
働
行
為
を
し
な
い
こ
と
、

報
復
的
人
事
異
動
な
ど
不
利
益
取
り
扱
い
は
し
な
い

こ
と
、
東
労
組
役
員
に
よ
る
集
団
的
威
嚇
・
追
及
行

動
、
暴
言
な
ど
さ
せ
な
い
こ
と
を
申
し
入
れ
た
」
と

報
告
し
、
組
合
員
全
体
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
お
願
い

し
た
。

東
京
地
本
・
笹
原
書
記
長
は
「
日
頃
の
取
り
組
み

に
敬
意
を
表
す
る
。
我
々
に
と
っ
て
も
大
い
に
励
み

に
な
る
。
今
後
も
地
本
全
体
で
し
っ
か
り
対
応
し
て

い
く
」
と
歓
迎
挨
拶
。

平
山
さ
ん
本
人
か
ら
は
「
蒲
田
電
車
区
時
代
、
ち

ょ
う
ど
浦
和
事
件
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
の
東
労
組
を

見
て
労
働
組
合
と
は
思
え
な
か
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
言

わ
れ
た
時
に
、
俺
は
全
て
を
見
て
き
て
る
ん
だ
ぞ
と

中
野
電
車
区
で
、
六

月
三
〇
日
と
七
月
一

日
に
東
労
組
を
脱
退

し
国
労
に
加
入
し
た

「
石
原
秀
朗
さ
ん
（
二

八
才
）」
と
「
板
井
大

輔
さ
ん
（
二
六
才
）
」

を
心
か
ら
歓
迎
す
る

会
が
、
七
月
一
七
日

に
中
野
区
内
で
開
催

さ
れ
た
。

山
田
さ
ん
の
司
会

で
始
ま
り
、
後
藤
分
会
長
か
ら
加
入
の
経
過
と
紹
介

が
行
わ
れ
、
早
速
乾
杯
と
な
っ
た
。
来
賓
と
し
て
、

東
日
本
本
部
・
伊
藤
委
員
長
は
「
こ
の
流
れ
を
大
河

と
し
よ
う
」
と
力
強
い
挨
拶
を
行
い
、
地
本
・
阿
部

委
員
長
は
「
自
分
の
分
会
で
の
国
労
加
入
。
ま
し
て

や
運
転
職
場
で
の
加
入
に
誇
ら
し
く
感
じ
る
。
昨
年

ま
で
と
包
括
和
解
後
の
違
い
を
確
認
し
た
い
。
一
四

日
に
開
催
し
た
経
験
交
流
集
会
で
は
、
東
労
組
に
よ

る
追
及
行
動
か
ら
完
全
に
払
拭
で
き
た
と
宣
言
で
き

る
。国
労
に
入
る
こ
と
が
ご
く
当
た
り
前
に
な
っ
た
。

石
原
さ
ん
は
『
加
入
は
流
れ
で
す
よ
』
と
言
っ
た
。

こ
こ
に
国
労
の
展
望
を

確
認
し
合
い
、
広
め
よ

う
」
と
満
面
の
笑
み
で

挨
拶
し
た
。
続
い
て
、

新
橋
支
部
・
山
田
委
員

長
は
「
二
人
は
駅
・
車

掌
と
新
橋
支
部
の
中
で

異
動
し
育
っ
て
き
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
国

労
組
合
員
と
の
つ
き
あ

い
が
あ
っ
た
。
板
井
さ

ん
は
池
袋
車
掌
区
の
国
労
の
先
輩
に
加
入
に
あ
た
っ

て
電
話
を
か
け
た
よ
う
だ
。
池
袋
車
掌
区
の
国
労
の

仲
間
か
ら
の
檄
を
渡
し
た
い
」
と
、
体
調
不
良
の
た

め
欠
席
し
た
板
井
さ
ん
に
変
わ
り
、
石
原
さ
ん
に
檄

布
を
手
渡
し
た
。
ま
た
五
月
に
新
採
で
国
労
加
入
し

た
、
赤
羽
駅
の
永
瀬
さ
ん
か
ら
も
檄
布
が
届
け
ら
れ

た
。会

場
に
は
、
元
分
会
長
の
先
輩
Ｏ
Ｂ
も
花
束
を
持

っ
て
激
励
に
駆
け
つ
け
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
歓

迎
集
会
と
な
っ
た
。

七
月
一
七
日
、
東
京
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
講
習
室

に
於
い
て
、
国
労
大
井
工
場
支
部
「
平
山
陽
介
さ
ん

（
二
九
才
）
歓
迎
職
場
集
会
」
が
、
約
六
〇
名
の
参

加
で
開
催
さ
れ
た
。
東
日
本
本
部
か
ら
藤
野
副
委
員

七
月
一
七
日
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
浦
和
電
車
区
脱

退
・
退
職
強
要
事
件
の
判
決
が
東
京
地
裁
で
言
い

渡
さ
れ
た
。

こ
の
事
件
は
、
〇
一
年
二
月
二
八
日
、
当
時
浦

和
電
車
区
運
転
士
で
あ
っ
た
Ｙ
氏
に
対
し
て
強
制

的
に
東
労
組
を
脱
退
さ
せ
、
更
に
七
月
三
一
日
に

は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
を
も
辞
め
ざ
る
を
得
な
く
し

た
事
に
対
し
て
、
〇
二
年
一
一
月
一
日
に
Ｊ
Ｒ
東

労
組
大
宮
地
本
梁
次
副
委
員
長
ら
東
労
組
組
合
員

七
名
が
強
要
し
た
（
強
要
罪
・
刑
法
第
二
二
三
号
）

と
し
て
逮
捕
さ
れ
た
事
件
。

梁
次
　
邦
夫
　
被
告
　

懲
役
一
年
六
ヶ
月
（
執
行
猶
予
三
年
）

上
原
　
潤
一
　
被
告

懲
役
一
年
六
ヶ
月
（
執
行
猶
予
三
年
）

大
澗
　
慶
逸
　
被
告

懲
役
二
年
（
執
行
猶
予
四
年
）

山
田
　
　
知
　
被
告

懲
役
一
年
八
ヶ
月
（
執
行
猶
予
三
年
）

八
ツ
田
富
男
　
被
告

懲
役
一
年
（
執
行
猶
予
三
年
）

斉
藤
　
秀
一
　
被
告

懲
役
一
年
（
執
行
猶
予
三
年
）

小
黒
加
久
則
　
被
告

懲
役
一
年
（
執
行
猶
予
三
年
）

※
暴
力
行
為
は
労
働
組
合
と
は
無
縁
で
あ
る
。

二
五
日
の
歓
迎
集
会

分
会
集
会

石
原
さ
ん
へ
O
B
か
ら
花
束

永
瀬
さ
ん
か
ら
の
檄
布



国　 労　 東　 京 2007年８月５日（２）No. 1689
昭和29年10月22日
第三種郵便物認可（ ）

七
月
一
四
日
、「
第
一
五
回
組
織
拡
大
・
労
働
条

件
改
善
経
験
交
流
集
会
」
が
北
区
教
育
会
館
に
て

開
催
さ
れ
た
。
昨
年
の
包
括
的
和
解
以
降
の
国
労

加
入
の
流
れ
も
受
け
、
今
回
の
集
会
に
は
九
〇
名

が
参
加
し
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
に
学
び
あ
っ
た
。

主
催
者
挨
拶
の
中
で
阿
部
委
員
長
は
、「
地
方
本

部
は
、
大
会
に
次
ぐ
機
関
開
催
の
場
と
し
て
位
置

づ
け
て
き
た
」
と
、
交
流
集
会
を
重
要
視
す
る
立

場
を
明
ら
か
に
し
、
直
前
の
六
月
三
〇
日
と
七
月

一
日
に
東
労
組
か
ら
国
労
加
入
し
た
平
成
採
用
の

運
転
士
が
、
な
ぜ
…
？
の
問
い
に
答
え
た
『
時
の

流
れ
、
そ
し
て
当
然
の
流
れ
』
の
言
葉
を
紹
介
。

組
織
拡
大
を
点
か
ら
線
、
線
か
ら
面
に
し
て
い
く

こ
と
を
強
く
呼
び
掛
け
た
。
ま
た
、
六
月
二
八
日

に
出
さ
れ
た
福
知
山
線
列
車
脱
線
転
覆
事
故
に
対

す
る
事
故
調
査
委
員
会
報
告
を
紹
介
、
輸
送
の
安

全
確
保
が
緊
急
の
課
題
で
あ
る
こ
と
、
闘
い
半
ば

に
し
て
三
八
名
が
他
界
し
て
い
る
採
用
差
別
事
件

の
早
期
解
決
に
向
け
た

決
意
を
明
ら
か
に
し

た
。続

い
て
、
平
成
採
用

者
の
国
労
加
入
を
実
現

し
た
、
昨
年
十
一
月
の

横
浜
信
号
通
信
技
術
セ

ン
タ
ー
分
会
、
今
年
五

月
の
赤
羽
駅
分
会
、
そ

し
て
六
月
・
七
月
の
中

野
電
車
区
分
会
か
ら
の

特
別
報
告
、
職
場
報
告

と
し
て
復
帰
加
入
を
迎
え
入
れ
た
小
田
原
保
線
技

術
セ
ン
タ
ー
分
会
か
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
み

の
教
訓
と
決
意
が
報
告
さ
れ
た
。

そ
の
後
七
つ
の
分
散
会
に
分
か
れ
、
地
本
執
行

委
員
も
加
わ
る
中
、
各
職
場
の
実
情
と
現
状
が
報

告
さ
れ
た
。

全
体
会
議
で
は
感
想
を
交
え
た
分
散
会
報
告
、

笹
原
書
記
長
か
ら
「
昨
年
、
一
昨
年
の
交
流
集
会

と
は
雰
囲
気
も
内
容
も
全
く
変
わ
っ
て
い
る
」
と
、

『
今
』
を
象
徴
す
る
感
想
が
述
べ
ら
れ
る
な
ど
、
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
『
ま
と
め
』
が
行
わ
れ
、

全
体
で
決
意
を
新
た
に
し
散
会
し
た
。

私
た
ち
は
社
会
生
活
を
す
る
一
人
の
人
間
と
し
て
、

ル
ー
ル
で
決
め
ら
れ
た
休
日
・
休
暇
等
を
全
員
が
平
等

に
付
与
・
取
得
で
き
る
条
件
を
整
え
る
の
は
、
会
社
の

責
任
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
他
の
人
よ
り
も
休
日
数
が
少
な
い
！
」
と
な
ら
な

い
為
に
も
、
ま
ず
休
日
等
の
ル
ー
ル
を
知
っ
て
お
き
た

い
も
の
で
す
。

◎
公
休
日

特
定
四
週
に
四
日

（
昭
和
六
二
年
四
月
一
日
起
算
）

◎
特
別
休
日
　
年
間
六
二
日
間
（
一
ヶ
月
に
四
日
を
指
定
、

残
一
四
日
は
年
間
で
指
定
）

◎
代
　
　
休

時
間
外
又
は
休
日
等
に
臨
時
勤
務
し
、

そ
の
労
働
時
間
数
が
七
時
間
程
度
に
達

し
た
場
合
、
そ
の
日
か
ら
起
算
六
〇
日

以
内

◎
調
整
休
日
　
発
生
の
都
度
指
定
（
一
日
当
り
労
働
時
間

数
七
時
間
三
〇
分
に
達
し
た
場
合
、
当
該
月

末
日
ま
で
に
指
定
。
末
日
ま
で
指
定
で
き
な

い
場
合
は
時
間
外
労
働
＝
超
勤
手
当
で
処
理
）

（
乗
務
員
の
場
合
は
七
時
間
一
〇
分
）私

た
ち

国
労
は
、

仲
間
が
安

心
し
て
働

き
続
け
る

こ
と
の
出

来
る
労
働

条
件
の
確
立
を
追
求
し
続
け
て
い
ま
す
。

新
入
社
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
『
疑
問
』『
質
問
』

『
相
談
』
に
応
え
る
準
備
を
整
え
て
い
ま
す
。

次
号
以
降
は
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
に
、

そ
の
都
度
紙
面
上
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
！
そ
の
疑
問
・
質
問
に
お
答
え

し
ま
す
。
ど
し
ど
し
「
声
」
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
！

平
成
一
九
年
度
新
規
採
用
者
の
皆
さ
ん
！

Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
へ
の
入
社
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
私
た
ち
国
鉄
労
働
組
合
は
、
心
か
ら
皆
さ
ん
の
入

社
を
歓
迎
し
ま
す
。

今
号
で
は
、
皆
さ
ん
の
休
日
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。（
駅
な
ど
の
現
業
職
場
を
例
に
し
ま
す
）

休
日
等
の
種
類
は
、「
公
休
日
」「
特
別
休
日
」「
代
休
」

「
調
整
休
日
」
の
四
種
類

あ
り
ま
す
。
こ
の
内
「
公

休
日
」
と
「
特
別
休
日
」

に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し

て
二
ヶ
月
先
の
指
定
予
定

日
を
、
一
ヶ
月
を
単
位
と

し
て
毎
月
の
二
五
日
ま
で

に
『
明
示
』
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
半
の
方
が
配
属
さ
れ
た
駅
職
場
で
は
、
休
日
等
の

ほ
か
個
人
の
都
合
で
休
む
こ
と
の
で
き
る
「
年
次
有
給

休
暇
」
が
取
得
で
き
な
い
事
象
が
発
生
し
て
い
る
職
場

が
あ
り
ま
す
。

事
業
所
ご
と
の
「
標
準
人
員
」
に
合
わ
せ
て
配
置
さ

れ
て
い
る
、
要
員
不
足
が
主
た
る
原
因
で
す
。

二
〇
〇
七
年
一
〇
月
一
五
日
（
月
）

加
須
吉
沼
・
も
み
じ
桟
橋
入
場
予
定

五
時
三
〇
分
か
ら
受
付

六
時
か
ら
加
須
吉
沼
受
付

競
技
は
六
時
三
〇
分
か
ら
一
五
時

参
加
費
五
〇
〇
円
（
入
漁
料
二
千
円
）

締
め
切
り：

一
〇
月
一
〇
日
地
本

期
　
　
間
　
平
成
一
九
年
八
月
二
四
日
（
金
）

〜
九
月
四
日
（
火
）

一
二
日
間

会
　
　
場
　
東
京
ド
ー
ム

試
合
時
間
初
日
・
一
七：

〇
〇
開
会
式

①
一
八：

三
〇

三
試
合
①
一
〇：

〇
〇
　
②
一
四：

〇
〇
　

③
一
八：

〇
〇

準
決
勝
①
一
四：

〇
〇
　
②
一
八：

〇
〇

決
　
勝

一
八：

〇
〇

分
散
会


